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学校再編についての意見交換会 意見等の要旨 

対象：中埣小学校保護者等 

開催日時：平成２８年９月２６日（月）午後７時００分～ 

会場：中埣小学校図書コーナー 

参加者数：4人 

 

（保護者等） 

 新しい学校の場所が気になる。町ではどの辺を想定しているのか。 

（教育委員会） 

 3 校が 1校になることをきめてからと考えている。そこが決まらないうちに土地だけを先

にということは。通学の問題や地理的な条件などを考慮して考えなければいけない。 

 

（教育委員会） 

 中埣地区の皆さんにとって、中学校が１つになったときに、不便な点は何か。 

（保護者等） 

単純に通学だ。南郷地域と小牛田地域の間となれば北浦、中埣は端の方になる。 

 

（保護者等） 

今までの概念を払拭して考えた場合、中学校を１校ではなく 2校はだめか。そうすると学

年のクラスも３ないし４くらいになる、部活動もなんとかできるのではないか。  

（教育委員会） 

 2 か所の整備は財政的には厳しい。今後、小学校の問題も出てくる。方法的に中学校は１

つにまとめたい。 

（保護者等） 

 これは、町の規模だから財政的に厳しいのか。 

（教育委員会） 

 市のレベルでも財政が厳しいのは同じだ。町だからという訳ではない。しかし、1校の整

備費の影響は母体が大きい市の方が小さいと思う。 

（保護者等） 

 3 校を 1校にして、いい建物をつくっていくとうことだろう。 

（教育委員会） 

 そう思う。 

（保護者等） 

 将来的に 20年くらい先には小学校の再編の話も出てくることを考えれば、小牛田小学校

の校舎を活用して、その隣に中学校を作る考えもあるのでは。小学校と中学校がバラバラに
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離れるのではなく。 

（教育委員会） 

 小学校再編を含めて中学校 2校体制も考えとしてはなきにしもあらず。しかし、将来の財

政負担を考えた時にどうか。 

 校舎だけを考えれば、色々な案も考えられるが、中学生にとって何がよいのかを考えなけ

ればならない。 

 

（保護者等） 

 南郷地区の方々の話がわからない。今日も３、4人しか来ていないので総意ではない。総

意をくみ取りたいならどのような考えをもっているのか。 

（教育委員会） 

 アンケートの方法もあるが、アンケートの場合は何も知識なしの中で回答してくるから、

誰でも残したいという気持ちが結果に強く出てくる。 

（保護者等） 

 先入観で書いたりすることもある。 

（保護者等） 

 財政的なことをしっかりと取り上げていくべきではないか。 

 

（教育委員会） 

 南郷中の保護者はパターン２ではなく、途中で混ざるよりも最初から 1 校にして同じ教

育を受ける方が良いという声であった。 

（保護者等） 

 何人参加したのか。 

（教育委員会） 

 8 人である。 

（保護者等） 

 それで総意とはならない。 

 

（教育委員会） 

 南郷地区では小学校もなくなるという危機感もあったから小中一貫校でなんとか存続を

という考えもあったが、小学校を存続させるということになれば中学校の再編には反対は

少ない。 

 

（教育委員会） 

 （南郷中学校の生徒数の減少を解消するため）不動堂中学校と南郷中学校の学区の見直し

を考えたが、不動堂地区の駅東よりも南郷寄りの地区には生徒が 10人もいないので、南郷
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中の生徒はそんなに増えない。南郷中の生徒を増やすために学区の見直しをするとすれば

駅東あたりからにしなければならない。 

 

（保護者等） 

 自分の子どもは新しい中学校に入らないが、孫たちが入ることを考えて、きちんと整備し

てあげなければならない。 

 

（保護者等） 

 南郷地区の意見次第だが、私はパターン２が良いと思う。南郷は距離が遠いから。 

（保護者等） 

 根強く南郷で小中一貫校の考えがあるのならば、パターン２も現実的だと思う。 

 

（教育委員会） 

 仮に南郷中学校を残すとなれば、小規模の中学校として特色のある学校づくりをする。そ

して町内を１つの学区にして、小牛田地域の親も南郷地域の親もどちらの学校も選択でき

るようにしなければならないと考えている。それを行うのであれば予算はかかる。 

（保護者等） 

 その辺は、私たちにはなんとも言えない。ほかの地区のことなので。 

（教育委員会） 

 全校生徒 100 人足らずでメリット、デメリットはあるだろうが、南郷地域の方々がどう考

えるかだと思う。 

 

（保護者等） 

 中学生ともなれば体力低下を防ぐためにも、可能な限り自転車で通学させる方が良い。10

キロくらまでは自転車通学で良いのではないか。 

（保護者等） 

 小牛田寄りに学校を建てて、南郷地区を全部スクールバスに、小牛田地域をすべて自転車

通学にする方法もあると思う。両方が遠いところをスクールバスにするのではなく、どちら

かに寄せてはどうか。 

 

（教育委員会） 

 これからの進め方としては、南郷地域も含めてもっと話を聞いてパターン１か２を決め

ていく。南郷中学校の保護者の意見をきくと、なんとなくパターン１でいきそうな気がする

が。 

（保護者等） 

 それだけはまだわからない。参加している人の数は少ないわけだから。 
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（保護者等） 

 どちらかというと小学校の方が心配だ。 

（教育委員会） 

 昨年度に意見交換会を行った時に参加者が少なかったので、７月の住民説明会では思い

切ったものを教育委員会から出してみた。小学校については色々な意見がだされて、考え直

さなければならないと、今回このようなものになった。 

（教育委員会） 

 やはりそれぞれの地域で小学校運営をしっかりとやっていくということだ。また、学校を

核とした地域づくりをしっかりやっていくことだと思う。学校を無くす前に学校に人が集

まる方策をとらなければならない。その点、中学校を核とした地域づくりというのは比較的

に少ない。 

 

（保護者等） 

 学校を建てることの決定権はどこにあるのか。 

（教育委員会） 

 最終的には議会だ。教育委員会としてきちんとまとめたものを町長に提出する。 

 

（教育委員会） 

 仮にパターン２の場合、不動堂中学校と小牛田中学校を統合した学校をどこに建てると

なった時にその場所をどうやって決めるか。 

（保護者等） 

 できれば自転車で行ける距離の場所。 

（教育委員会） 

 新しい場所を決めるとなると、ものすごく困難なことと想像している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


